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【背景】日客疲の吸引は気管内挿管患

者の肺炎防止に大きな役割をもっ。咳

験反射の少ない人では左肺に日客疾が

貯留することが多く、左右の気管支を

意図的に吸引することは重要である。

【目的】開放型吸引法によって左右の

気管支に吸引カテーテルを意図的に

挿入できる確率を直型・曲型吸引カテ

ーテルに分けて調査する。

[対象】当センターに勤務する看護師

で調査の同意が得られた 30名。

【方法11)モデ、ル気管支を使用 し、
通常行なっている吸引方法で直型吸

引カテーテル(直管)・曲型吸引カテ

ーテル(曲管)を用いて左右の気管支

内に各 30回挿入する。2)意図した方

向に吸引カテーテルを挿入で、きる回

数を、使用するカテーテル問で、比較す

る。3)卒後年数および ICU経験年数

での差を比較する。

【結果】直管を右気管支に挿入できた

のは平均 26.5回、左気管支では平均

6.9回で、あった。曲管を右気管支に挿

入できたのは平均 29.6回、左気管支

では平均 10.2回で、あった。右気管支

に吸引カテーテルを挿入で、きる確率

は曲管の方が直管よりも有意に高か

った(p < 0.02)。左気管支に挿入で
きる確率は両カテーテルともに右よ

り低く、カテーテル間で、有意な差はな

かった。卒後年数および ICU経験年数

と左気管支に吸引カテーテルを挿入

できる回数に低い相関があった。

[結語11)右気管支に意図的に吸引
カテーテルを挿入できる確率は直管

よりも曲管の方が有意に高い。2)左

気管支に吸引カテーテルを挿入でき

る確率は直管・曲管でともに低い。3)

卒後年数および ICU経験年数で左気

管支に挿入できる回数に弱し中目闘が

あった。4)左気管支に吸引カテーテ

ルを挿入できるよう技術指導が必要

である。




